
 

親子で、なかま 

 へたくそなのに練習もしなかった私が約３０年も墨の匂いとつきあってきたのは、母が書道をし

ていたからでしょう。習字用の机にはいつも大きな硯が鎮座していて、母は時代小説を読みながら

よく墨をすっていました。部屋の幅いっぱいに紺色の下敷きを敷き、お手本を見ながらぐいぐいと

書いていくのを見ているのは好きでした。崩した漢字をたくさんつなげた作品は何て書いてあるの

かぜんぜんわかりませんでしたけれど。 

 母と小学生の私は違う先生についていました。母の先生は私の先生の先生で（つまり大師匠から

見ると母は直弟子で、私は孫弟子です）、曜日違いで同じ教室を使っていました。母は月曜日、私

は火曜日か水曜日がお稽古日でした。 

月曜日の夜、お稽古から帰った母が言いました。「明日、教室に行ったら、黒板に面白いことが

書いてあるよ」「なあに？」「カブトムシとクワガタの絵が描いてあってね…」 

 次の日、お稽古に行くのがこんなに楽しみだったことはありませんでした。教室に入るなり、先

生の席の後ろにある小さな黒板を見ると、白チョークで“うしでんぼー”“はさみっちょ”という

字が絵に添えられています。相模原のある地域ではカブトムシとクワガタをそう呼んでいるとのこ

と。火曜日の夕ごはんの支度の時間に、母は私に聞きました。「見てきた？」「見てきたよ」「“はさ

みっちょ”はわかるけど､“うしでんぼー”っていうんだね」「何でだろうね」「ね」 

 中学生までの“習字”は「書写」で、母の“書道”のことは全く理解できませんでした。 

 それでも、母は一枚書き終えると、私にこれはこうで、あれはああだ、と楽しそうに説明してく

れました。私が高校生になってもやっぱりよくわかりませんでしたけれど、趣味の話が家族と出来

ることは幸せなのだと思いました。 

 

 今の小学生は塾や習い事で忙しそうです。 

送り迎えはお母さんと一緒でも、結局は一人の勉強。子どもに「あれやれ、これやれ」という前

にお父さん、お母さんも思い切って一緒にやってみませんか。子どもにとって一番の先生は、やっ

ぱり親なのですから。  

 

  

  

 
 

 子どもは親の分身じゃない｡見守ることの大切さ｡ 

BA379.9 『み―んなダメな子だった』  

                        日経ホーム出版社 



 

 

 

 BA379.9『子どもの可能性を伸ばす言葉、つみとる言葉』 

                         岸 英光著 ＰＨＰ研究所 

  子どもの時分に言われた言葉は意外に記憶に残っているものです。言葉や表情、声のトーン。あ

なたが今、子どもにかけた言葉は本当に子どものためのものですか？ 子どもをほめるときもしか

るときも親の価値観を押しつけず、子どもの感じる力、考える力を伸ばすような言葉をかけましょ

う。そうしているうちに、きっと親自身も成長するはず！ 

 

  

 

BA493.931 白『なぜ疲れているの？ 子どもたち』食べもの文化編集部編 芽ばえ社 

 「疲れたー」「肩こった」「今日、寝不足」…。小学生は疲れている！ せめて小学生のうちくら

い疲れを知らずにいてもらうにはごはんと眠りと遊びが大事です。子どもの疲れを考えながら､大

人も一緒に疲れない体にしていきましょう。    

 

  

BA596.65『２歳からのおやつBOOK』牧野直子著 日本放送出版協会 

お菓子作りを気軽にできそうな本です。どのレシピをみても手早くできそうな上においしそう。 

ご飯の代わりになるおやつ。嫌いな野菜を使ったおやつ。ごはん時のお手伝いは忙しくてノーサン

キューでも、子どもと食べるおやつ作りならお手伝いをお願いしてみませんか。宝物の時間になり

ますよ。 

 

 

BA759 『空き芯リサイクル工作』 ブティック社 

 トイレットペーパー､セロハンテープ､ラップ､ガムテープ。使い終わると立派な芯が出現します。

そのままゴミ箱？ いやいや、もったいない！ 工作の王道・人形から、ちょっとした小物、楽器、

おもちゃ、果ては優勝カップまで作れます。お休みの日に家族で工作などいかがですか。 
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